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村
民
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
ど
こ
へ
行
く
…
…

　
約
100
日
ぶ
り
に
「
村
民
か
わ
ら
版
」（
50
号
）
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

　
こ
の
間
、テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、議
会
が
混
乱
し
て
い
る
と
の
風
評
お
よ
び
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、開
か
れ

た
村
政
の
た
め
の
、
村
民
の
血
税
が
湯
水
の
よ
う
に
使
わ
れ
な
い
た
め
の
、大
事
な“
道
ぶ
し
ん
”の
時
期

で
あ
る
こ
と
を
、は
っ
き
り
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、報
道
や
噂
の
行
間
に
隠
れ
て
い
る
数
々
の
事
実
を
、今
回
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

現
村
政
の
実
態

辞
職
勧
告
決
議
の
真
実

　
1
月
6
日
の
新
聞
報
道
か
ら
大
問
題
と
な
っ

た
議
員
の
モ
ラ
ル
に
関
す
る
議
会
側
の
対
応
は
、

議
長
を
中
心
に
都
合
三
回
の『
検
討
会
』
を
行

な
い
ま
し
た
。
樋
口
は
、最
初
か
ら
天
野
大
吉
議

員
の「
酒
気
帯
び
運
転
」
と
槌
屋
正
議
員
の「
暴

力
事
件
」
に
対
し
、一
貫
し
て
「
辞
職
勧
告
す
べ

き
」
と
強
く
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

羽
田
功（
失
職
）、河
内
武
雄（
失
職
）、高
村
理

三
郎
の
三
議
員
は
、天
野
大
吉
議
員
の
酒
気
帯

び
運
転
は
断
じ
て
許
せ
な
い
、し
か
し
槌
屋
正

議
員
の
暴
力
は
擁
護
さ
れ
る
旨
の
発
言
を
繰
り

返
し
、結
局
統
一
見
解
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、樋
口
は
、
3
月
25
日
の

定
例
会
最
終
日
の
冒
頭
、議
員
の
身
分
に
対
す

る
重
要
案
件
と
し
て
「
緊
急
動
議
」
を
行
な
い
、

「
検
討
会
」で
問
題
と
な
っ
た
四
名
の
議
員
に
対

す
る
「
辞
職
勧
告
決
議
案
」
を
議
員
発
議
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

天
野
大
吉
君
…
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙
。
罰
金
、免
停
。

　
◇
勧
告
賛
成
…
高
村
友
行
、高
村
文
雄
、樋
口
重

　
　
　
　
　
　
　
喜
、羽
田
一
三（
議
場
席
順
）

　
◆
勧
告
反
対
…
槌
屋
正
、高
村
理
三
郎
、河
内
武

　
　
　
　
　
　
雄
、羽
田
功
、長
田
義
道
、天
野
凱
弘

　〈
結
果
・・・
４
対
６
で『
否
決
』〉

槌
屋
正
君
…
…
酒
宴
の
後
運
転
代
行
者
に
自
宅

　
　
　
　
　
　
　
前
で
暴
力
。
検
挙
。

　
◇
勧
告
賛
成
…
天
野
大
吉
、高
村
友
行
、高
村
文

　
　
　
　
　
　
　
雄
、樋
口
重
喜
、羽
田
一
三

　
◆
勧
告
反
対
…
高
村
理
三
郎
、河
内
武
雄
、羽
田

　
　
　
　
　
　
　
功
、長
田
義
道
、天
野
凱
弘

　〈
結
果
…
５
対
５
の
た
め
議
長
裁
定
で『
可
決
』〉

高
村
理
三
郎
君
…
ス
ケ
ー
ト
大
会
後
の
酒
席
で
役

　
　
　
　
　
　
　
員
と
喧
嘩
。
相
手
の
前
歯
２
本
を

　
　
　
　
　
　
　
折
る
暴
力
。（
検
討
会
で
本
人
が
是
認
）

　
◇
勧
告
賛
成
…
天
野
大
吉
、高
村
友
行
、高
村
文

　
　
　
　
　
　
　
　雄
、樋
口
重
喜
、羽
田
一
三

　
◆
勧
告
反
対
…
槌
屋
正
、河
内
武
雄
、羽
田
功
、

　
　
　
　
　
　
　
長
田
義
道
、天
野
凱
弘

　〈
結
果
…
５
対
５
の
た
め
議
長
裁
定
で『
可
決
』〉

天
野
凱
弘
君
…
議
員
出
馬
の
一
期
目
と
二
期
目
の

　
　
　
　
　
　
　
学
歴
を
「
甲
府
一
校
卒
」
と
経
歴

　
　
　
　
　
　
　
詐
称
し
た
。（
検
討
会
で
本
人
が
是
認
）

　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
モ
ラ
ル
と
、村
民
と
の
信

　
　
　
　
　
　
　
頼
関
係
に
時
効
は
な
い
。

　
◇
勧
告
賛
成
…
天
野
大
吉
、高
村
友
行
、高
村
文

　
　
　
　
　
　
　
雄
、樋
口
重
喜
、羽
田
一
三

　 

◆
勧
告
反
対
…
槌
屋
正
、高
村
理
三
郎
、河
内
武

　
　
　
　
　
　
　
　雄
、羽
田
功
、長
田
義
道
　
　

　〈
結
果
…
５
対
５
の
た
め
議
長
裁
定
で『
可
決
』〉

村
長
派
六
人
が

議
会
を
放
棄

二
名
の
議
員
の

失
職
に
つ
い
て

残
る
六
議
員
で

全
議
案
を
審
議
・
採
決

　
村
長
派
六
議
員
の
反
対
で
勧
告
さ
れ
な
か
っ

た
天
野
大
吉
君
を
除
く
三
名
の
議
員
が
辞
職

勧
告
と
な
っ
た
結
果
に
対
し
、羽
田
功
君
が
議

会
原
案
書
を
机
に
叩
き
付
け
た
り
、天
野
大
吉

君
や
議
長
に
対
し
大
声
で
暴
言
を
吐
き
、そ
の

他
天
野
凱
弘
君
な
ど
が
議
会
の
秩
序
を
乱
す

行
為
な
ど
を
繰
り
返
し
た
た
め
、議
長
は
「
辞

職
勧
告
さ
れ
た
議
員
の
議
場
退
去
」
を
命
じ
、

他
の
議
員
は
「
全
員
協
議
会
」
に
移
る
よ
う
宣

告
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、村
長
派
六
議
員
は
そ
れ
に
反
発

し
議
場
で
大
声
を
出
し
、果
て
は
六
人
全
員
が

村
長
を
議
場
に
残
し
た
ま
ま
議
会
を
放
棄
し
、

忍
野
村
の
某
喫
茶
店
内
に
終
日
い
た
よ
う
で
す
。

（
村
民
が
目
撃
）

　
こ
れ
は
、会
議
規
則
に
違
反
し
、
議
員
の
義

務
、
責
任
を
放
棄
し
た
「
懲
罰
対
象
行
為
」

な
の
で
す
。

　
村
長
派
と
い
わ
れ
る
六
名
が
脱
走
し
た
た
め
、

残
る
六
名（
村
民
派
）で
定
額
給
付
金
や
福
祉

教
育
関
連
の
村
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
議

案
を
可
決
し
、合
計
42
案
件
を
審
議
・
採
決
し

ま
し
た
。

●
否
決
し
た
議
案
は
2
案
件

平
野
保
育
所
の
設
計
変
更
を
理
由
に
二
千
万

円
の
増
額
と
工
期
延
長
議
案
に
関
す
る
２
議

案（
請
負
業
者
タ
カ
ム
ラ
建
設（
株
）へ
の
利
益

供
与
と
不
当
性
を
排
除
す
る
た
め
）

●
賛
成
し
た
議
案
は
20
案
件

教
育
福
祉
、職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
。

定
額
給
付
金
を
含
む
補
正
予
算
は
、修
正
案

を
提
出
し
可
決
。

●
審
議
未
了
議
案
は
15
案
件

花
の
都
や
温
泉
施
設
に
関
す
る
条
例
6
議
案
、

平
成
21
年
度
当
初
予
算
関
連
議
案
9
議
案
。

《
花
の
都
、温
泉
施
設
に
関
す
る

　
　
　
　
条
例
改
正
案
の
問
題
点
》

　
今
ま
で
は
入
場
料
や
利
用
料
収
入
約
三
億
一

千
三
百
万
円
は
全
額
村
の
収
入
と
し
、そ
の
中

か
ら
一
定
額
を
管
理
運
営
委
託
費
と
し
て
観
光

振
興
公
社（
社
長
は
村
長
）に
渡
し
て
い
た
。

　
条
例
改
正
で
は
、収
入
全
額
を
観
光
振
興
公

社
の
も
の
に
す
る
。

　
で
は
、今
ま
で
村
が
負
担
し
て
い
た
莫
大
な
管

理
経
費
や
修
繕
費
、借
地
料
、建
設
費
の
借
金

返
済
は
、ど
の
様
に
す
る
の
か
、村
民
負
担
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
？（
質
問
に
全
く
回
答
で
き

ず
）
村
長
の
専
決
処
分
に
よ
り
、入
場
料
収
入

約
三
億
一
千
三
百
万
円
は
、全
額
観
光
振
興
公

社
の
収
入
と
な
り
、村
に
は
一
円
も
入
ら
な
い

結
果
と
な
っ
た（
温
泉
に
入
れ
る
か
否
か
の
問

題
で
は
な
い
）。

　
河
内
武
雄
君
、羽
田
功
君
が
地
方
自
治
法

第
92
条
の
2
に
違
反
し
て
お
り
、失
職
と
な
り

ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
第
92
条
の
2
と
い
う
の
は
、「
議

員
が
村
か
ら
直
接
請
負（
販
売
も
）を
す
る
こ

と
や
、請
負
を
し
て
い
る
会
社
の
役
員
に
な
る
こ

と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
議
員
に
当
選
し
た
時
こ

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
者
は
、当
選
か
ら
5
日

以
内
に
、こ
の
よ
う
な
関
係
が
な
く
な
っ
た
こ
と

を
選
挙
管
理
委
員
会
に
報
告
す
る
義
務
が
あ

り
、そ
の
ま
ま
の
関
係
を
続
け
れ
ば「
当
選
無
効
」

と
な
り
、同
法
第
127
条
に
は
「
第
92
条
の
2
の

規
定
に
該
当
す
る
と
き
は
、そ
の
職
を
失
う
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
内
武
雄
君
の
場
合

　
花
の
都
に
肥
料
、種
苗
を
年
間
八
百
〜
九
百

万
円
納
入
し
て
い
る
会
社
の
「
取
締
役
」
に
平

成
8
年
か
ら
就
任（
登
記
）し
て
お
り
、請
負
比

率
は
42
％
以
上
。
判
例
等
に
照
ら
し
第
92
条
の

2
に
該
当
し
ま
す
。

羽
田
功
君
の
場
合

　
公
民
館
、給
食
セ
ン
タ
ー
、焼
却
場
な
ど
に
、

年
間
一
千
万
円
以
上
も
の
石
油
、
A
重
油
な
ど

を
納
入
し
て
お
り
、納
品
伝
票
、請
求
書
、村
の

支
出
命
令
伝
票
も
「
羽
田
燃
料
店
」
と
な
っ
て

お
り
、消
防
署
の
届
出
書
類
に
は
、「
羽
田
燃
料

店
、代
表
羽
田
功
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
羽
田

燃
料
店
は
法
人
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、個
人
事

業
と
な
り
、取
引
の
額
に
関
係
な
く
第
92
条
の

2
に
該
当
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、肉
類
を
合
わ
せ

れ
ば
年
間
一
千
三
百
万
円
前
後
の
取
引
で
す
。

　
審
査
決
定
ま
で
に
は
、期
限
を
切
っ
て
反
論
の

「
答
弁
書
」
提
出
が
で
き
ま
す
が
、両
名
と
も
期

限
ま
で
に
提
出
せ
ず（
認
め
た
と
判
定
）、ま
た
、

決
定
に
は
本
会
議
に
お
け
る
出
席
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
す
が
、村
長
派
六

人
が
脱
走
し
た
た
め
、残
る
六
人
が
満
場
一
致
で

第
92
条
の
2
に
該
当
す
る（
失
職
）と
決
定
し

ま
し
た
。

　
世
間
に
流
れ
て
い
る
「
議
会
内
の
権
力
争
い
」

と
い
う“
う
わ
さ
話
”が
、如
何
に
ウ
ソ
で
あ
る
か

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
は
ず
で
す
。

　
不
正
を
廃
し
、利
益
が
全
村
民
に
等
し
く
循

環
す
る
条
件
を
整
え
た
上
で
、温
泉
や
保
育
所

を
利
用
す
る
こ
と
が
、本
当
の
村
民
に
と
っ
て
の

安
心
感
に
つ
な
が
る
と
、樋
口
は
考
え
ま
す
。

注
…
「
議
会
混
乱
」
を
過
剰
に
宣
伝
し
た
、

　
　
不
穏
な
呼
び
か
け
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
3
月
31
日
、高
村
忠
久
村
政
の
三
役
の
一
人
で

あ
る
高
村
文
武
教
育
長
は
、「
今
の
村
政
は
、村

長
の
考
え
に
近
い
人
だ
け
で
運
営
し
て
い
る
」
と

批
判
し
、「
二
期
目
の
対
応
を
見
て
い
て
、こ
れ
以

上
教
育
長
を
続
け
ら
れ
な
い
」
と
の
理
由
で
、任

期
途
中
で
辞
任
し
ま
し
た
。（
山
梨
日
日

新
聞
4
月
3
日
の
記
事
）

　
村
長
が
任
命
し
た
側
近
中
の
側
近

の
一
人
で
あ
る
教
育
長
の
こ
の
発
言
は
、

樋
口
が
100
行
書
く
よ
り
も
明
ら
か
な

高
村
忠
久
現
村
政
の
実
態
で
す
。

　
確
か
に
、先
の
村
長
選
で
、樋
口
が

呼
び
か
け
、村
長
と
羽
田
一
三
氏
と
三

者
会
談
を
行
い
、村
民
本
位
の
政
治
を

行
な
お
う
と
「
大
同
団
結
」
を
確
約
し
ま
し
た
。

し
か
し
、村
長
は
当
選
す
る
と
突
然
態
度
を
ひ

る
が
え
し
、「
三
者
会
談
は
、樋
口
議
員
が
勝
手

に
や
っ
た
こ
と
だ
」「
一
三
議
員
の
不
出
馬
記
者
会

見
の
記
事
を
見
て『
俺
を
ハ
メ
タ
な
と
思
っ
た
』
」

な
ど
と
、あ
ち
こ
ち
で
発
言
し
ま
し
た
。
　
　

　
そ
し
て
、村
長
派
と
い
わ
れ
る
槌
屋
正
、高
村

理
三
郎
、河
内
武
雄
、羽
田
功
、長
田
義
道
、天

野
凱
弘
の
六
名
の
議

員
と
一
部
の
職
員
の
み

を
村
長
室
に
入
れ「
サ

ロ
ン
政
治
」
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
樋
口
は
、
何
と
か

態
度
急
変
の
原
因
を

取
り
除
き
、再
度
「
村

民
の
た
め
の
大
同
団

結
の
テ
ー
ブ
ル
」
に
着

い
て
も
ら
お
う
と
三
ヶ

月
間
努
力
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、3
月
31
日
、

村
長
は
、
緊
急
避
難

的
に
の
み
許
さ
れ
る
「
専
決
権
」
を
拡
大
解
釈

し
て
濫
用
し
、議
会
に
諮
る
べ
き
案
件
を
全
て

専
決
処
分
し
ま
し
た（
ル
ー
ル
違
反
）。こ
れ
に

対
し
て
羽
田
正
男
議
長
は
、「
村
民
の
代
表
機

関
で
あ
る
議
会
の
存
在
を
否
定
し
、議
会
制
民

主
主
義
を
破
壊
す
る
不
当
行
為
で
あ
る
」
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　『
専
決
処
分
』の『
専
』は
、専
制
君
主
の『
専
』

で
あ
り
、ま
さ
に
、村
長
が
『
独
裁
政
治
』
を
宣

言
し
た
に
等
し
い
行
動
で
す
。

　
六
千
名
の
村
民
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、い
っ
た
い
ど

こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

？！


